
JP  7088474  B2  2022.6.21

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　 ICTサービスの利用による影響を予測するための予測システムが実行する予測方法であ

って、

　評価対象の ICTサービスを示す情報と評価対象年との入力を受け付ける入力手順と、

　統計情報記憶部に記憶されている、前記評価対象の ICTサービスが属する産業における I

CTサービスへの投資額と、前記統計情報記憶部に記憶されている、当該産業における前記

評価対象の ICTサービスへの投資比率とを取得し、複数年における前記評価対象の ICTサー

ビスへの投資額を算出する第１の投資額算出手順と、

　前記統計情報記憶部に記憶されている、複数年における前記評価対象の ICTサービスの

普及率を取得し、前記評価対象の ICTサービスの普及率と前記評価対象の ICTサービスへの

投資額との関係式を生成する関係式生成手順と、

　前記評価対象の ICTサービスの普及率から、前記評価対象の ICTサービスの普及率予測式

を生成する普及率予測式生成手順と、

　前記普及率予測式に基づいて、前記評価対象年における前記評価対象の ICTサービスの

普及率を予測し、前記関係式に基づいて、前記評価対象年における前記評価対象の ICTサ

ービスへの投資額を予測する投資額予測手順と、

　を有する予測方法。

【請求項２】

　前記 ICTサービスへの投資額を産業関連表に反映させた状態で均衡計算を行うことで、
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前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス の 利 用 に よ る 影 響 を 評 価 す る 評 価 手 順 を 更 に 有 す る 、 請 求 項

１ に 記 載 の 予 測 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 評 価 手 順 は 、 前 記 評 価 対 象 年 に お け る CO 2 排 出 量 及 び G DPの 変 化 を 計 算 す る 、 請 求 項

２ に 記 載 の 予 測 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 統 計 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 、 全 産 業 に お け る ICTサ ー ビ ス の 投 資 合 計 額 と 、

前 記 統 計 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 、 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス が 属 す る 産 業 に 対 す

る ICTサ ー ビ ス の 投 資 比 率 と を 取 得 し 、 前 記 産 業 に お け る ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 を 算 出 し

、 前 記 統 計 情 報 記 憶 部 に 記 憶 す る 第 ２ の 投 資 額 算 出 手 順 を 更 に 有 す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の

う ち い ず れ か １ 項 に 記 載 の 予 測 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 ICTサ ー ビ ス の 利 用 に よ る 影 響 を 予 測 す る た め の 予 測 シ ス テ ム で あ っ て 、

　 複 数 年 に お け る 、 産 業 別 の ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 と 、 産 業 別 の ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 比

率 と 、 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 と を 記 憶 す る 統 計 情 報 記 憶 部 と 、

　 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス を 示 す 情 報 と 評 価 対 象 年 と の 入 力 を 受 け 付 け る 入 力 部 と 、

　 前 記 統 計 情 報 記 憶 部 か ら 、 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス が 属 す る 産 業 に お け る ICTサ ー ビ

ス へ の 投 資 額 と 、 当 該 産 業 に お け る 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 比 率 と を 取 得 し

、 複 数 年 に お け る 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 を 算 出 す る 第 １ の 投 資 額 算 出 部

と 、

　 前 記 統 計 情 報 記 憶 部 か ら 、 複 数 年 に お け る 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 を 取 得

し 、 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 と 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 と の 関

係 式 を 生 成 す る 関 係 式 生 成 部 と 、

　 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 か ら 、 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 予 測 式

を 生 成 す る 普 及 率 予 測 式 生 成 部 と 、

　 前 記 普 及 率 予 測 式 に 基 づ い て 、 前 記 評 価 対 象 年 に お け る 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス の

普 及 率 を 予 測 し 、 前 記 関 係 式 に 基 づ い て 、 前 記 評 価 対 象 年 に お け る 前 記 評 価 対 象 の ICTサ

ー ビ ス へ の 投 資 額 を 予 測 す る 投 資 額 予 測 部 と 、

　 を 有 す る 予 測 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 を 産 業 関 連 表 に 反 映 さ せ た 状 態 で 均 衡 計 算 を 行 う こ と で 、

前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス の 利 用 に よ る 影 響 を 評 価 す る 評 価 部 を 更 に 有 す る 、 請 求 項 ５

に 記 載 の 予 測 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 評 価 部 は 、 前 記 評 価 対 象 年 に お け る CO 2 排 出 量 及 び G DPの 変 化 を 計 算 す る 、 請 求 項 ６

に 記 載 の 予 測 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 統 計 情 報 記 憶 部 は 、 全 産 業 に お け る ICTサ ー ビ ス の 投 資 合 計 額 と 、 産 業 別 の ICTサ ー

ビ ス の 投 資 比 率 と を 記 憶 し 、

　 前 記 統 計 情 報 記 憶 部 か ら 、 全 産 業 に お け る ICTサ ー ビ ス の 投 資 合 計 額 と 、 前 記 評 価 対 象

の ICTサ ー ビ ス が 属 す る 産 業 に 対 す る ICTサ ー ビ ス の 投 資 比 率 と を 取 得 し 、 前 記 産 業 に お け

る ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 を 算 出 し 、 前 記 統 計 情 報 記 憶 部 に 記 憶 す る 第 ２ の 投 資 額 算 出 部

を 更 に 有 す る 、 請 求 項 ５ 乃 至 ７ の う ち い ず れ か １ 項 に 記 載 の 予 測 シ ス テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 予 測 方 法 及 び 予 測 シ ス テ ム に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ICT（ Information and Com munication Technology） の 進 展 は 、 産 業 や 人 々 の 生 活 に 大
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き な 変 化 を も た ら し て い る 。 環 境 面 に お い て も 、 ICTの 利 用 に よ る 脱 物 質 化 や 移 動 代 替 、

生 産 効 率 の 向 上 な ど の 効 果 が あ り 、 環 境 負 荷 の 削 減 に 大 き く 貢 献 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ICT技 術 の 導 入 に よ る CO 2 排 出 量 及 び 経 済 活 動 へ の 影 響 を 評 価 す る 方 法 と し て 、 従 来 の 分

析 で は 、 過 去 一 時 点 を 対 象 と し た 静 学 の 応 用 一 般 均 衡 （ Computable General Equilibrium

: CGE） モ デ ル を 用 い て 、 CO 2 排 出 量 や G DP（ Gross Domestic Product） 等 の 経 済 活 動 を 推

計 し て き た 。 こ れ に よ り 、 ICT技 術 導 入 に よ っ て 生 じ る 時 間 の 節 約 や 費 用 の 低 下 に よ っ て

生 じ る 新 た な 活 動 （ リ バ ウ ン ド 効 果 ） を も 考 慮 し た 分 析 が 可 能 と な っ て い る （ 非 特 許 文 献

１ ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 棟 居 洋 介 他 ， 「 ICTサ ー ビ ス の 導 入 が 我 が 国 の エ ネ ル ギ ー 需 要 と 二 酸 化

炭 素 排 出 量 の 削 減 に 及 ぼ す 影 響 」 ， 第 12回 日 本 Ｌ Ｃ Ａ 学 会 研 究 発 表 会 講 演 要 旨 集 ， 2017

【 非 特 許 文 献 ２ 】 増 井 利 彦 ， 「 AIMモ デ ル の 概 要 と 経 済 モ デ ル の 役 割 」 ， 環 境 経 済 ・ 政 策

学 会 ,2010

【 非 特 許 文 献 ３ 】 「 AIM/CGE[Japan]の 概 要 」 ， AIMプ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム 　 独 立 行 政 法 人 国

立 環 境 研 究 所 ， 2009

【 非 特 許 文 献 ４ 】 H29年 情 報 通 信 白 書 ， イ ン タ ー ネ ッ ト ＜ Ｕ Ｒ Ｌ ： http://w w w.soumu.go.j

p/johotsusintokei/whitepaper/ja/h29/pdf/index.html＞ ， 2018年 12月 28日 検 索

【 非 特 許 文 献 ５ 】 H27年 情 報 通 信 白 書 ， イ ン タ ー ネ ッ ト ＜ Ｕ Ｒ Ｌ ： http://w w w.soumu.go.j

p/johotsusintokei/whitepaper/ja/h27/pdf/index.html＞ ， 2018年 12月 28日 検 索

【 非 特 許 文 献 ６ 】 Ｊ Ａ Ｈ Ｉ Ｓ 保 健 医 療 福 祉 情 報 シ ス テ ム 工 業 会 ， イ ン タ ー ネ ッ ト ＜ Ｕ Ｒ Ｌ

： https://w w w.jahis.jp/action/id=57?contents_type=23＞ ， 2018年 12月 28日 検 索

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 一 方 、 特 に 近 年 は ICT技 術 の 進 展 が 非 常 に 速 く 、 将 来 に お け る ICT技 術 の 普 及 に よ る 二 酸

化 炭 素 排 出 の 削 減 効 果 が 期 待 さ れ て お り 、 ICT技 術 の 普 及 に 通 じ て よ り エ コ な 社 会 デ ザ イ

ン が 求 め ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 将 来 に お け る ICT普 及 に よ る 環 境 負 荷 削 減 効 果 を 推 計 す る に は 、 非 特 許 文 献 １ の 評 価 手

法 を 基 に 、 非 特 許 文 献 ２ 、 ３ の 手 法 と 合 わ せ て 逐 次 動 学 型 の 応 用 一 般 均 衡 モ デ ル を 連 動 さ

せ る こ と で 、 将 来 の ICT投 資 に よ る 経 済 及 び 環 境 へ の 波 及 効 果 と 、 ICT技 術 の 普 及 に よ る 経

済 及 び 環 境 へ の 影 響 を 同 時 に 分 析 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ の た め に 、 評 価 モ デ ル へ の 入

力 条 件 と し て 、 あ ら か じ め ICT将 来 シ ナ リ オ を 作 成 す る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ICT将 来 シ ナ リ オ の 作 成 に お い て は 、 将 来 に お け る 各 ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 及 び 各 ICT

サ ー ビ ス の 普 及 状 況 （ 普 及 率 や 導 入 効 果 ） に つ い て の 将 来 推 計 を す る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 各 ICTサ ー ビ ス の 普 及 状 況 に つ い て 、 例 え ば 普 及 率 に 関 し て は 、 過 去 か ら 現 在 ま で の 主

要 な ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 に 関 す る 統 計 情 報 が よ く 整 備 さ れ 、 サ ー ビ ス に よ っ て 将 来 の 推

計 が 行 わ れ て い る も の も あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 一 方 で 、 ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 に つ い て は 、 各 産 業 全 体 に 対 す る 投 資 額 の 情 報 が 入 手

で き る が 、 個 別 の ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 の 情 報 に 関 し て は 、 こ れ ま で の 統 計 情 報 が 少 な

く 、 さ ら に 個 別 の ICTサ ー ビ ス へ の 将 来 の 投 資 額 を 推 計 す る こ と は 困 難 で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は 、 個 別 の ICTサ ー ビ ス へ の 将 来 の 投 資 額 を 予 測 す る こ と が で き る 技 術 を 提 案 す

る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 一 形 態 に 係 る 予 測 方 法 は 、

　 ICTサ ー ビ ス の 利 用 に よ る 影 響 を 予 測 す る た め の 予 測 シ ス テ ム が 実 行 す る 予 測 方 法 で あ

っ て 、

　 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス を 示 す 情 報 と 評 価 対 象 年 と の 入 力 を 受 け 付 け る 入 力 手 順 と 、

　 統 計 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 、 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス が 属 す る 産 業 に お け る I

CTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 と 、 前 記 統 計 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 、 当 該 産 業 に お け る 前 記

評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 比 率 と を 取 得 し 、 複 数 年 に お け る 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー

ビ ス へ の 投 資 額 を 算 出 す る 第 １ の 投 資 額 算 出 手 順 と 、

　 前 記 統 計 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 、 複 数 年 に お け る 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス の

普 及 率 を 取 得 し 、 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 と 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス へ の

投 資 額 と の 関 係 式 を 生 成 す る 関 係 式 生 成 手 順 と 、

　 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 か ら 、 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 予 測 式

を 生 成 す る 普 及 率 予 測 式 生 成 手 順 と 、

　 前 記 普 及 率 予 測 式 に 基 づ い て 、 前 記 評 価 対 象 年 に お け る 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス の

普 及 率 を 予 測 し 、 前 記 関 係 式 に 基 づ い て 、 前 記 評 価 対 象 年 に お け る 前 記 評 価 対 象 の ICTサ

ー ビ ス へ の 投 資 額 を 予 測 す る 投 資 額 予 測 手 順 と 、

　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 形 態 に 係 る 予 測 シ ス テ ム は 、

　 ICTサ ー ビ ス の 利 用 に よ る 影 響 を 予 測 す る た め の 予 測 シ ス テ ム で あ っ て 、

　 複 数 年 に お け る 、 産 業 別 の ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 と 、 当 該 産 業 に お け る ICTサ ー ビ ス へ

の 投 資 比 率 と 、 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 と を 記 憶 す る 統 計 情 報 記 憶 部 と 、

　 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス を 示 す 情 報 と 評 価 対 象 年 と の 入 力 を 受 け 付 け る 入 力 部 と 、

　 前 記 統 計 情 報 記 憶 部 か ら 、 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス が 属 す る 産 業 に お け る ICTサ ー ビ

ス へ の 投 資 額 と 、 当 該 産 業 に お け る 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 比 率 と を 取 得 し

、 複 数 年 に お け る 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 を 算 出 す る 第 １ の 投 資 額 算 出 部

と 、

　 前 記 統 計 情 報 記 憶 部 か ら 、 複 数 年 に お け る 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 を 取 得

し 、 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 と 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 と の 関

係 式 を 生 成 す る 関 係 式 生 成 部 と 、

　 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 か ら 、 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 予 測 式

を 生 成 す る 普 及 率 予 測 式 生 成 部 と 、

　 前 記 普 及 率 予 測 式 に 基 づ い て 、 前 記 評 価 対 象 年 に お け る 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス の

普 及 率 を 予 測 し 、 前 記 関 係 式 に 基 づ い て 、 前 記 評 価 対 象 年 に お け る 前 記 評 価 対 象 の ICTサ

ー ビ ス へ の 投 資 額 を 予 測 す る 投 資 額 予 測 部 と 、

　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 個 別 の ICTサ ー ビ ス へ の 将 来 の 投 資 額 を 予 測 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ４ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 予 測 シ ス テ ム を 構 成 す る コ ン ピ ュ ー タ の ハ ー ド ウ ェ

ア 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 予 測 シ ス テ ム の 機 能 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 予 測 シ ス テ ム が 実 行 す る 処 理 手 順 の 一 例 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る

。

【 図 ５ 】 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 と 投 資 額 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 「 電 子 カ ル テ 」 サ ー ビ ス の 普 及 率 と 投 資 額 の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 普 及 率 を 求 め る た め の 近 似 曲 線 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 「 電 子 カ ル テ 」 サ ー ビ ス の 普 及 率 の 将 来 予 測 情 報 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 産 業 関 連 表 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 均 衡 計 算 を 行 う た め の モ デ ル を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ に お い

て 、 予 測 シ ス テ ム １ ０ は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 又 は LA N（ Local Area Network） 等 の ネ ッ ト ワ

ー ク を 介 し て １ 以 上 の ユ ー ザ 端 末 ２ ０ と 接 続 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 予 測 シ ス テ ム １ ０ は 、 個 別 の ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 を 予 測 す る １ 以 上 の コ ン ピ ュ ー タ

で あ る 。 予 測 シ ス テ ム １ ０ は 、 ICTサ ー ビ ス の 利 用 に よ る 環 境 及 び 経 済 へ の 影 響 を 評 価 す

る こ と も で き る 。 な お 、 ICTサ ー ビ ス と は 、 特 定 の 事 業 者 に よ っ て 提 供 さ れ る 具 体 的 な サ

ー ビ ス で は な く 、 例 え ば 、 「 電 子 カ ル テ 」 サ ー ビ ス や 「 宿 泊 予 約 」 サ ー ビ ス と い っ た よ う

に 、 サ ー ビ ス の カ テ ゴ リ 又 は 種 別 に よ っ て 区 別 さ れ る 概 念 に 相 当 す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 予 測 シ ス テ ム １ ０ は 、 過 去 の ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 （ 以 下 、 「 ICT投 資 額 」 と 呼 ぶ ） と

ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 の 情 報 か ら 、 ICT投 資 額 と 普 及 率 と の 関 係 を 推 定 し 、 将 来 の ICTサ ー

ビ ス 普 及 シ ナ リ オ を 作 成 す る こ と で 、 個 別 の ICTサ ー ビ ス に つ い て 将 来 の ICT投 資 額 を 予 測

す る 。 さ ら に 、 ICTサ ー ビ ス の 導 入 を 考 慮 し た 逐 次 動 学 型 の 応 用 一 般 均 衡 モ デ ル を 連 動 さ

せ る こ と で 、 将 来 の ICT投 資 額 に よ る 経 済 及 び 環 境 へ の 影 響 を 評 価 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ユ ー ザ 端 末 ２ ０ は 、 予 測 シ ス テ ム １ ０ に 対 す る 予 測 条 件 の 入 力 を ユ ー ザ か ら 受 け 付 け た

り 、 予 測 シ ス テ ム １ ０ に よ る 予 測 結 果 を 出 力 （ 表 示 ） し た り す る 端 末 で あ る 。 例 え ば 、 Ｐ

Ｃ （ Personal Computer） 、 ス マ ー ト フ ォ ン 、 タ ブ レ ッ ト 端 末 等 が ユ ー ザ 端 末 ２ ０ と し て

利 用 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 予 測 シ ス テ ム １ ０ を 構 成 す る コ ン ピ ュ ー タ の ハ ー

ド ウ ェ ア 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 予 測 シ ス テ ム １ ０ を 構 成 す る コ ン ピ ュ ー タ は 、 そ れ ぞ れ

バ ス Ｂ で 相 互 に 接 続 さ れ て い る ド ラ イ ブ 装 置 １ ０ ０ 、 補 助 記 憶 装 置 １ ０ ２ 、 メ モ リ 装 置 １

０ ３ 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ４ 、 及 び イ ン タ フ ェ ー ス 装 置 １ ０ ５ 等 を 有 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 予 測 シ ス テ ム １ ０ で の 処 理 を 実 現 す る プ ロ グ ラ ム は 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 記 録 媒 体 １ ０ １

に よ っ て 提 供 さ れ る 。 プ ロ グ ラ ム を 記 憶 し た 記 録 媒 体 １ ０ １ が ド ラ イ ブ 装 置 １ ０ ０ に セ ッ

ト さ れ る と 、 プ ロ グ ラ ム が 記 録 媒 体 １ ０ １ か ら ド ラ イ ブ 装 置 １ ０ ０ を 介 し て 補 助 記 憶 装 置

１ ０ ２ に イ ン ス ト ー ル さ れ る 。 但 し 、 プ ロ グ ラ ム の イ ン ス ト ー ル は 必 ず し も 記 録 媒 体 １ ０

１ よ り 行 う 必 要 は な く 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 他 の コ ン ピ ュ ー タ よ り ダ ウ ン ロ ー ド す る よ

う に し て も よ い 。 補 助 記 憶 装 置 １ ０ ２ は 、 イ ン ス ト ー ル さ れ た プ ロ グ ラ ム を 格 納 す る と 共

に 、 必 要 な フ ァ イ ル や デ ー タ 等 を 格 納 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 メ モ リ 装 置 １ ０ ３ は 、 プ ロ グ ラ ム の 起 動 指 示 が あ っ た 場 合 に 、 補 助 記 憶 装 置 １ ０ ２ か ら

プ ロ グ ラ ム を 読 み 出 し て 格 納 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ４ は 、 メ モ リ 装 置 １ ０ ３ に 格 納 さ れ た プ ロ

グ ラ ム に 従 っ て 予 測 シ ス テ ム １ ０ に 係 る 機 能 を 実 行 す る 。 イ ン タ フ ェ ー ス 装 置 １ ０ ５ は 、

ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 す る た め の イ ン タ フ ェ ー ス と し て 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 予 測 シ ス テ ム １ ０ の 機 能 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。

図 ３ に お い て 、 予 測 シ ス テ ム １ ０ は 、 入 出 力 部 １ １ 及 び 演 算 部 １ ２ 等 を 有 す る 。 こ れ ら 各
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部 は 、 予 測 シ ス テ ム １ ０ に イ ン ス ト ー ル さ れ た １ 以 上 の プ ロ グ ラ ム が 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ４ に 実

行 さ せ る 処 理 に よ り 実 現 さ れ る 。 ま た 、 演 算 部 １ ２ は 、 産 業 別 ICT投 資 額 算 出 部 １ ２ － １

、 主 要 ICTサ ー ビ ス 投 資 額 算 出 部 １ ２ － ２ 、 関 係 式 生 成 部 １ ２ － ３ 、 普 及 率 予 測 式 生 成 部

１ ２ － ４ 、 投 資 額 予 測 部 １ ２ － ５ 及 び 均 衡 計 算 部 １ ２ － ６ 等 を 有 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 予 測 シ ス テ ム １ ０ は 、 ま た 、 数 値 Ｄ Ｂ ２ １ 、 評 価 式 Ｄ Ｂ ２ ２ 、 産 業 関 連 表 Ｄ Ｂ ２ ３ 等 の

デ ー タ ベ ー ス を 利 用 す る 。 各 デ ー タ ベ ー ス は 、 例 え ば 、 補 助 記 憶 装 置 １ ０ ２ 、 又 は 予 測 シ

ス テ ム １ ０ に ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 可 能 な 記 憶 装 置 等 を 用 い て 実 現 可 能 で あ る 。 予 測

シ ス テ ム １ ０ は 、 ま た 、 演 算 部 １ ２ の 演 算 結 果 を 記 憶 す る 記 憶 部 ２ ４ を 有 す る 。 記 憶 部 ２

４ は 、 例 え ば 、 メ モ リ 装 置 １ ０ ３ 等 を 用 い て 実 現 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 数 値 Ｄ Ｂ ２ １ に は 、 予 測 シ ス テ ム １ ０ が 扱 う ICTサ ー ビ ス に つ い て の 統 計 情 報 が 記 憶 さ

れ て い る 。 各 産 業 に お け る 主 要 な ICTサ ー ビ ス （ 以 下 、 「 主 要 ICTサ ー ビ ス 」 と 呼 ぶ ） に つ

い て は 、 統 計 情 報 が よ く 整 備 さ れ て お り 、 数 値 Ｄ Ｂ ２ １ に は 、 例 え ば 、 全 産 業 に お け る IC

T投 資 額 （ 全 産 業 の 投 資 合 計 額 の 実 績 ） 、 各 産 業 の ICTサ ー ビ ス の 投 資 比 率 （ 全 産 業 の 投 資

合 計 額 の 中 で 各 産 業 の ICT投 資 額 が 占 め る 割 合 ） 、 各 産 業 に お け る 各 主 要 ICTサ ー ビ ス へ の

投 資 比 率 （ 各 産 業 の ICT投 資 額 の 中 で 各 主 要 ICTサ ー ビ ス の ICT投 資 額 が 占 め る 割 合 ） 、 過

去 の 各 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 、 各 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 の 予 測 情 報 等 が 記 憶 さ れ て

い る 。 こ れ ら の 統 計 情 報 は 総 務 省 や 各 種 の 業 界 団 体 等 に よ っ て 公 開 さ れ て い る 。 な お 、 数

値 Ｄ Ｂ ２ １ に は 、 こ れ ら の 全 て の 統 計 情 報 が 記 憶 さ れ て い る 必 要 は な い 。 後 述 す る よ う に

、 各 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 の 予 測 情 報 は 、 過 去 の 各 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 か ら 求 め

る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 全 産 業 に お け る ICT投 資 額 と 各 産 業 の ICTサ ー ビ ス の 投 資 比 率

の 代 わ り に 、 あ る 産 業 に お け る ICT投 資 額 が 記 憶 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 評 価 式 Ｄ Ｂ ２ ２ に は 、 予 測 シ ス テ ム １ ０ が 用 い る 評 価 式 が 記 憶 さ れ て い る 。 例 え ば 、 各

産 業 の ICT投 資 額 算 出 式 、 主 要 ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 算 出 式 、 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率

と 投 資 額 と の 関 係 式 、 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 予 測 式 が 記 憶 さ れ て い る 。 こ れ ら の 評 価

式 は 一 般 的 な 関 数 の 形 式 で 表 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 産 業 関 連 表 Ｄ Ｂ ２ ３ に は 、 あ る 年 （ 以 下 、 「 基 準 年 」 と い う ） の 産 業 関 連 表 を 示 す 情 報

が 記 憶 さ れ て い る 。 産 業 関 連 表 と は 、 国 や 都 道 府 県 な ど あ る 地 域 で 一 定 期 間 （ 通 常 は １ 年

間 ） に 行 わ れ た 財 ・ サ ー ビ ス の 産 業 間 取 引 を 金 額 で 表 し た 表 （ 行 列 形 式 で 記 載 ） で あ る 。

簡 略 化 し た 例 を 挙 げ る と 、 金 融 業 は 情 報 通 信 業 か ら 100円 、 電 力 業 か ら 200円 の 供 給 を 受 け

て 500円 の 生 産 を 行 っ た （ 付 加 価 値 は 200円 ） と い う よ う な こ と が 行 列 で 表 現 さ れ て い る 。

な お 、 各 産 業 の 需 要 と 供 給 は 一 致 す る 。 総 務 省 は 産 業 関 連 表 を ５ 年 毎 に 作 成 し 統 計 情 報 と

し て 公 開 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 演 算 部 １ ２ は 、 上 記 の よ う に 、 数 値 Ｄ Ｂ ２ １ に 記 憶 さ れ た 、 過 去 の ICT投 資 額 と ICTサ ー

ビ ス の 普 及 率 の 情 報 か ら 、 ICT投 資 額 と 普 及 率 と の 関 係 を 推 定 し 、 将 来 の ICTサ ー ビ ス の 普

及 率 と 投 資 額 を 求 め て 記 憶 部 ２ ４ に 記 憶 す る 。 そ し て 、 評 価 対 象 と す る ICTサ ー ビ ス 及 び

評 価 対 象 と す る 年 に お け る 一 般 均 衡 計 算 へ の イ ン プ ッ ト パ ラ メ ー タ を 算 出 す る 。 ま た 、 演

算 部 １ ２ は 、 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 と ICT投 資 額 を 基 に 、 そ の 普 及 に よ る 直 接 な 効 果 を 産 業

関 連 表 Ｄ Ｂ ２ ３ に 記 憶 さ れ た 産 業 連 関 表 に 反 映 さ せ 、 CGEモ デ ル で 均 衡 計 算 を す る こ と で

、 ICTサ ー ビ ス の 普 及 に よ る 経 済 及 び 環 境 へ の 影 響 を 予 測 す る 。 演 算 部 １ ２ の 各 機 能 部 に

つ い て は 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 以 下 、 予 測 シ ス テ ム １ ０ が 実 行 す る 処 理 手 順 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 予 測 シ ス テ ム

１ ０ が 実 行 す る 処 理 手 順 の 一 例 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ に お い て 、 入 出 力 部 １ １ は 、 い ず れ か の ユ ー ザ 端 末 ２ ０ に お い て 入 力
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さ れ た 予 測 条 件 を 当 該 ユ ー ザ 端 末 ２ ０ か ら 受 信 す る 。 予 測 条 件 に は 、 ユ ー ザ が 評 価 対 象 と

す る ICTサ ー ビ ス （ 以 下 、 「 評 価 対 象 サ ー ビ ス 」 と い う ） を 示 す 情 報 （ 例 え ば 、 サ ー ビ ス

名 ） と 、 評 価 対 象 と す る 年 （ 以 下 、 「 評 価 対 象 年 」 と い う ） と が 含 ま れ る 。 こ こ で 、 評 価

対 象 サ ー ビ ス は 、 主 要 ICTサ ー ビ ス の う ち １ つ で あ る と す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 例 え ば 、 ユ ー ザ が 「 電 子 カ ル テ 」 サ ー ビ ス に つ い て 、 2030年 に お け る CO 2 排 出 量 及 び G DP

の 変 化 を 算 出 し た い と き 、 評 価 対 象 サ ー ビ ス で あ る 「 電 子 カ ル テ 」 サ ー ビ ス 、 評 価 対 象 年

で あ る 2030年 が 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に お い て 、 演 算 部 １ ２ の 産 業 別 ICT投 資 額 算 出 部 １ ２ － １ が 、 数 値 Ｄ

Ｂ ２ １ か ら 全 産 業 の ICT投 資 額 及 び 各 産 業 の ICT投 資 比 率 の デ ー タ を 取 得 し 、 評 価 式 Ｄ Ｂ ２

２ か ら 各 産 業 の ICT投 資 額 算 出 式 を 取 得 し 、 各 産 業 の ICT投 資 額 を 算 出 し 、 算 出 結 果 を 記 憶

部 ２ ４ に 保 管 す る 。 各 産 業 の ICT投 資 額 は 、 例 え ば 、 全 産 業 の ICT投 資 額 に 各 産 業 の ICT投

資 比 率 を 乗 じ る こ と に よ っ て 求 め ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て 、 演 算 部 １ ２ の 主 要 ICTサ ー ビ ス 投 資 額 算 出 部 １ ２ － ２ が 、

上 記 か ら 算 出 し た 各 産 業 の ICT投 資 額 を 取 得 し 、 数 値 Ｄ Ｂ ２ １ か ら 各 産 業 に お け る 主 要 ICT

サ ー ビ ス へ の 投 資 比 率 の デ ー タ を 取 得 し 、 評 価 式 Ｄ Ｂ ２ ２ か ら 各 主 要 ICTサ ー ビ ス へ の 投

資 額 算 出 式 を 取 得 し 、 各 主 要 ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 を 算 出 し 、 算 出 結 果 を 記 憶 部 ２ ４ に

保 管 す る 。 各 ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 に つ い て は 、 以 下 の ス テ ッ プ に お い て 複 数 年 の デ ー

タ が 必 要 と な る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 各 主 要 ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 算 出 式 は 、 過 去 の 年 次 で あ る t i 年 の 各 産 業 の ICT投 資 額 に

各 産 業 に お け る 主 要 ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 比 率 を 乗 じ る こ と に よ り 、 t i 年 の 各 主 要 ICTサ ー

ビ ス へ の 投 資 額 を 求 め る 式 で あ る 。 こ の 式 は 、 評 価 式 Ｄ Ｂ ２ ２ に お い て 以 下 の よ う な 式 （

式 １ ） で 保 管 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 Invserv(t i )=Invsec(t i )*Sserv(t i )　 　 （ 式 １ ）

　 　 　 Invsec： 各 産 業 の ICT投 資 額

　 　 　 Invserv： 各 主 要 ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額

　 　 　 Sserv： 各 産 業 に お け る 主 要 ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 比 率

　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ ～ Ｓ １ ０ ３ は 、 全 て の ICTサ ー ビ ス 及 び 全 て の 産 業 に 対 し て 実

行 す る 必 要 は な く 、 評 価 対 象 サ ー ビ ス 及 び 評 価 対 象 サ ー ビ ス が 属 す る 産 業 に つ い て 実 行 す

れ ば よ い 。 以 下 の ス テ ッ プ に つ い て も 同 様 で あ り 、 評 価 対 象 サ ー ビ ス 及 び 評 価 対 象 サ ー ビ

ス が 属 す る 産 業 に つ い て 実 行 す れ ば よ い 。 ま た 、 評 価 対 象 サ ー ビ ス の ICT投 資 額 が 統 計 情

報 と し て 既 に 数 値 Ｄ Ｂ ２ １ に 存 在 す る 場 合 に は ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ を 実 行 す る 必 要 は な い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 例 え ば 、 「 電 子 カ ル テ 」 サ ー ビ ス に 関 し て 、 2005年 、 2011年 の 医 療 ・ 福 祉 産 業 の ICT投

資 額 は 457.35億 円 、 1097.04億 円 で あ る （ 非 特 許 文 献 ４ 、 ５ ） 。 な お 、 医 療 ・ 福 祉 産 業 内

の 主 要 ICTサ ー ビ ス と し て 、 「 遠 隔 医 療 」 サ ー ビ ス と 「 電 子 カ ル テ 」 サ ー ビ ス の ２ つ が あ

る と 想 定 し 、 こ の ２ つ の サ ー ビ ス へ の 投 資 比 率 は 、 両 サ ー ビ ス の 利 用 者 に よ っ て 求 め ら れ

る 。 こ こ で は 、 「 遠 隔 医 療 」 サ ー ビ ス と 「 電 子 カ ル テ 」 サ ー ビ ス の シ ェ ア が 50％ ず つ と 設

定 す る 。 医 療 ・ 福 祉 産 業 に お け る 「 電 子 カ ル テ 」 サ ー ビ ス へ の 投 資 額 は 、 医 療 ・ 福 祉 産 業

の ICT投 資 額 に 医 療 ・ 福 祉 産 業 に お け る 「 電 子 カ ル テ 」 サ ー ビ ス へ の 投 資 比 率 を 乗 じ る こ

と に よ り 求 め る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 2005年 ： 457.35(億 円 )*50(％ )＝ 228.68(億 円 )

　 2011年 ： 1097.04(億 円 )*50(%)＝ 548.52(億 円 )　 　 　 　 （ 式 ２ ）

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ に お い て 、 演 算 部 １ ２ の 関 係 式 生 成 部 １ ２ － ３ が 、 評 価 式 Ｄ Ｂ ２ ２ か

ら 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 と 投 資 額 と の 関 係 式 を 取 得 し 、 数 値 DB２ １ か ら 複 数 年 の 主 要 I
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CTサ ー ビ ス の 普 及 率 と 、 上 記 か ら 算 出 し た 主 要 ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額 を 取 得 し て プ ロ ッ

ト し 、 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 と 投 資 額 と の 関 係 式 を 生 成 し 、 記 憶 部 ２ ４ に 保 管 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 本 実 施 の 形 態 で は 、 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 と 投 資 額 と の 間 に 相 関 関 係 が あ る と 仮 定

し て 、 そ れ ら の 関 係 式 を 求 め る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 あ る 過 去 の t i 年 ～ t j 年 ま で の 普 及 率

（ 既 知 ） と 式 １ で 算 出 し た 投 資 額 を 用 い て プ ロ ッ ト し 、 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 と 投 資

額 と の 関 係 式 を 近 似 曲 線 で 求 め る 。 こ の 関 係 式 は 、 例 え ば 、 評 価 式 Ｄ Ｂ ２ ２ に お い て 以 下

の よ う な 線 形 近 似 式 （ 式 ３ ） 又 は 対 数 近 似 式 （ 式 ４ ） で 保 管 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 Invserv＝ a*Pserv+b　 　 　 （ 式 ３ ）

　 Invserv=c*ln(Pserv)+d　 　 　 （ 式 ４ ）

　 　 　 Invserv： 各 主 要 ICTサ ー ビ ス へ の 投 資 額

　 　 　 Pserv： 各 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率

　 　 　 a,b,c,d： 係 数

　 関 係 式 生 成 部 １ ２ － ３ は 、 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 と 、 式 １ で 算 出 し た 投 資 額 か ら 評

価 式 Ｄ Ｂ ２ ２ の 式 の 中 で 関 係 式 を 適 切 に 表 現 で き る 式 を 選 択 し 、 主 要 ICTサ ー ビ ス に 関 す

る 関 係 式 を 生 成 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 例 え ば 、 「 電 子 カ ル テ 」 サ ー ビ ス に 関 す る 普 及 率 と 投 資 額 を 図 ６ に 示 す 。 2005年 、 2011

年 の 「 電 子 カ ル テ 」 サ ー ビ ス の 普 及 率 は 5.5%、 16.7%で あ る （ 非 特 許 文 献 ６ ） 。 両 者 の 関

係 式 を 線 形 近 似 で 求 め る と 以 下 の よ う に 表 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 Invserv=2855.8*Pserv+71.608　 　 　 （ 式 ５ ）

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ に お い て 、 演 算 部 １ ２ の 普 及 率 予 測 式 生 成 部 １ ２ － ４ が 、 評 価 式 Ｄ Ｂ

２ ２ か ら 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 予 測 式 を 取 得 し 、 数 値 Ｄ Ｂ ２ １ か ら 各 主 要 ICTサ ー ビ ス

の 普 及 率 の 将 来 予 測 情 報 を 取 得 し て プ ロ ッ ト し 、 将 来 に お け る 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率

予 測 式 を 生 成 し 、 記 憶 部 ２ ４ に 保 管 す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 な お 、 各 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 の 将 来 予 測 情 報 が 存 在 し な い 場 合 に は 、 過 去 に お け

る 各 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 か ら 将 来 予 測 情 報 を 推 測 す る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 本 実 施 の 形 態 で は 、 入 手 可 能 な 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 （ 将 来 予 測 情 報 又 は 過 去 に お

け る 普 及 率 ） の 推 移 の 傾 向 が 将 来 に わ た っ て 続 く と 仮 定 し て 、 普 及 率 予 測 式 を 求 め る 。 図

７ に 示 す よ う に 、 あ る 将 来 の t f 年 の 普 及 率 に 関 す る 情 報 が 得 ら れ る と き に 、 そ れ と 過 去 の

t n 年 の 普 及 率 を 用 い て プ ロ ッ ト し 、 将 来 の 任 意 の 時 点 で の 普 及 率 を 求 め る た め の 普 及 率 予

測 式 を 近 似 曲 線 で 求 め る 。 た だ し 、 将 来 の 普 及 率 に 関 す る 情 報 が 得 ら れ な い 場 合 は 、 過 去

の 普 及 率 の デ ー タ を 用 い て プ ロ ッ ト し 、 近 似 曲 線 に よ り 外 挿 し て 普 及 率 予 測 式 を 求 め る こ

と も で き る 。 こ の 普 及 率 予 測 式 は 、 例 え ば 、 評 価 式 Ｄ Ｂ ２ ２ に お い て 以 下 の よ う な 線 形 近

似 式 （ 式 ６ ） 又 は 対 数 近 似 式 （ 式 ７ ） で 保 管 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 Pserv=e*T+f　 　 　 （ 式 ６ ）

　 Pserv=g*ln(T)+h　 　 　 （ 式 ７ ）

　 　 　 Pserv： 各 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率

　 　 　 e,f,g,h： 係 数

　 　 　 T： 年

　 普 及 率 予 測 式 生 成 部 １ ２ － ４ は 、 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 の 推 移 か ら 評 価 式 Ｄ Ｂ ２ ２

の 式 の 中 で 普 及 率 予 測 式 を 適 切 に 表 現 で き る 式 を 選 択 し 、 主 要 ICTサ ー ビ ス に 関 す る 普 及

率 予 測 式 を 生 成 す る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 例 え ば 、 「 電 子 カ ル テ 」 サ ー ビ ス に 関 す る 普 及 率 の 将 来 予 測 情 報 （ 非 特 許 文 献 ６ ） を 図
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８ に 示 す 。 普 及 率 予 測 式 を 線 形 近 似 で 求 め る と 以 下 の よ う に 表 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 Pserv=0.0236*(T-2004)+0.0198　 　 　 （ 式 ８ ）

　 演 算 部 １ ２ の 投 資 額 予 測 部 １ ２ － ５ が 、 記 憶 部 ２ ４ の 関 係 式 及 び 普 及 率 予 測 式 を 取 得 し

、 ユ ー ザ が 入 力 し た 評 価 対 象 年 に お け る 評 価 対 象 の 主 要 ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 と 投 資 額 を

算 出 し 、 記 憶 部 ２ ４ に 保 管 す る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 例 え ば 、 「 電 子 カ ル テ 」 サ ー ビ ス に 関 し て 、 2030年 の 電 子 カ ル テ の 普 及 率 は 式 ８ に よ り

63.34％ と 求 め る こ と が で き る 。 式 ７ を 用 い て 2030年 に お け る 「 電 子 カ ル テ 」 サ ー ビ ス へ

の 投 資 額 を 下 記 の よ う に 求 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 2855.8*0.6334+71.608=1880.47(億 円 )　 　 　 （ 式 ９ ）

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ に お い て 、 演 算 部 １ ２ の 均 衡 計 算 部 １ ２ － ６ が 、 上 記 か ら 計 算 し た 主

要 ICTサ ー ビ ス の 投 資 額 を 取 得 し 、 産 業 関 連 表 Ｄ Ｂ ２ ３ に お い て 産 業 関 連 表 に 反 映 さ せ た

状 態 で 均 衡 計 算 を 行 う こ と で 、 評 価 対 象 年 に お け る 評 価 対 象 の 主 要 ICTサ ー ビ ス に よ る 環

境 及 び 経 済 へ の 影 響 を 計 算 す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 均 衡 計 算 と は 、 あ る 産 業 に 対 す る 投 資 額 が 変 化 す る な ど し て 産 業 連 関 表 に 変 化 が 生 じ た

際 に 、 需 要 と 供 給 が 一 致 す る よ う に 行 う 行 列 計 算 で あ る 。 政 策 の 経 済 効 果 や 環 境 効 果 を 評

価 す る た め に 広 く 用 い ら れ て お り 、 こ の 計 算 の メ カ ニ ズ ム は 応 用 一 般 均 衡 モ デ ル と し て 確

立 さ れ て い る 。 な お 、 産 業 連 関 表 は 金 額 で 表 さ れ る の で 、 計 算 は ま ず 金 額 ベ ー ス で 行 い 、

CO 2 に 換 算 す る こ と で CO 2 排 出 量 を 算 出 す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 例 え ば 、 「 電 子 カ ル テ 」 サ ー ビ ス に 関 し て 、 2030年 に お け る 投 資 額 は 1880.47億 円 で あ

る 。 こ れ を 図 ９ に 示 す 産 業 関 連 表 の 例 に お い て 、 医 療 ・ 福 祉 産 業 の 最 終 需 要 の 中 の 固 定 資

本 形 成 に 反 映 さ せ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 産 業 の 数 が 多 く な る に つ れ て 均 衡 計 算 は 複 雑 な も の と な る た め 、 図 １ ０ に 示 す ２ 財 ・ ２

部 門 ・ １ 消 費 者 の モ デ ル を 例 に 挙 げ て 均 衡 計 算 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 財 Xに つ い て 、 Ixx、 Ixyは 産 業 関 連 表 に お け る 中 間 需 要 に 相 当 し 、 C X は 産 業 関 連 表 に お

け る 最 終 需 要 に 相 当 す る 。 例 え ば 、 Xが 医 療 ・ 福 祉 産 業 で あ る 場 合 、 医 療 ・ 福 祉 業 の 投 資

額 で あ る 1880.47億 円 を 財 Xの 最 終 需 要 （ C X ） に 加 算 す る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 部 門 Xは 中 間 投 入 Ixx、 Iyxと 資 本 K X と 労 働 L X を も と に 財 Q X を 生 産 す る 。 需 要 と 供 給 は 一

致 す る の で 、 Ixx+Ixy+C X =Q X で あ る 。 家 計 （ 最 終 消 費 ） は 資 本 Kと 労 働 Lを 生 産 要 素 と し て

提 供 し 、 そ の 対 価 と し て 所 得 を 得 て 財 Xと 財 Yを 消 費 し （ C X ,C Y ） 、 効 用 Uを 得 る 。 家 計 は 所

得 の 中 で 効 用 最 大 化 す る よ う 行 動 す る た め 、 以 下 の 式 が 成 立 す る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 Max U=u(C X ,C Y )　 　 　 （ 式 １ ０ ）

　 s.t. P X ・ C X ＋ P Y ・ C Y =P L ・ L*＋ P K ・ K*　 　 　 （ 式 １ １ ）

　 各 生 産 部 門 （ i=X,Y） の 行 動 は 次 の 式 で 表 さ れ る 。 各 生 産 部 門 は 、 資 本 ・ 労 働 制 約 の 下

で 利 潤 最 大 化 す る よ う 行 動 す る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 Max π i =P i ・ Q i － P K ・ K i － P L ・ L i 　 　 　 （ 式 １ ２ ）

　 s.t. Q i =f i (K i ,L i )　 　 　 （ 式 １ ３ ）

　 需 要 と 供 給 の 一 致 を 考 え る と 、 以 下 の 式 が 成 立 す る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 Ixx+Ixy+C X =Q X 　 　 　 （ 式 １ ４ ）

　 Iyx+Iyy+C Y =Q Y 　 　 　 （ 式 １ ５ ）
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　 K*=K X ＋ K Y 　 　 　 （ 式 １ ６ ）

　 L*=L X ＋ L Y 　 　 　 （ 式 １ ７ ）

　 上 記 の 式 を 解 く と 、 各 部 門 の 生 産 額 や 部 門 間 の 取 引 額 が 求 め ら れ 、 総 算 出 （ Q X ,Q Y ） が

求 め ら れ る 。 な お 、 図 １ ０ に お け る 総 算 出 は 産 業 関 連 表 に お け る 国 内 生 産 額 に 相 当 す る た

め 、 国 内 生 産 額 か ら 中 間 投 入 を 除 い た 粗 付 加 価 値 の 変 化 を 求 め る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 そ の 結 果 、 「 電 子 カ ル テ 」 サ ー ビ ス に 関 し て 、 基 準 年 の 2017年 と 比 べ て G DPは 5億 円 増 加

と 計 算 さ れ る 。 さ ら に 、 CO2排 出 量 の 変 化 に つ い て 、 各 産 業 部 門 の エ ネ ル ギ ー （ 化 石 燃 料

な ど ） 消 費 量 の 変 化 や 各 産 業 部 門 の 活 動 量 の 変 化 か ら 求 め る 。 「 電 子 カ ル テ 」 サ ー ビ ス に

関 し て 、 基 準 年 の 2017年 と 比 べ て CO 2 排 出 量 は 2.7万 t削 減 と 計 算 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ に お い て 、 入 出 力 部 １ １ か ら 、 算 出 さ れ た CO 2 排 出 量 及 び G DPの 変 化 を

予 測 条 件 の 送 信 元 の ユ ー ザ 端 末 ２ ０ へ 送 信 す る 。 そ の 結 果 、 ユ ー ザ は 、 予 測 条 件 に 基 づ く

予 測 結 果 を 把 握 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 将 来 に お け る 個 別 の ICTサ ー ビ ス の 普 及 率 と

投 資 額 を 、 低 コ ス ト 、 低 稼 働 で 簡 易 に 実 施 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 ICTサ ー ビ ス の

導 入 を 考 慮 し た 逐 次 動 学 型 の 応 用 一 般 均 衡 モ デ ル を 連 動 さ せ る こ と に よ り 、 将 来 に お け る

ICT利 用 に よ る 環 境 負 荷 の 削 減 効 果 の 評 価 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 数 値 Ｄ Ｂ ２ １ 及 び 記 憶 部 ２ ４ は 、 統 計 情 報 記 憶 部 の 一 例

で あ る 。 入 出 力 部 １ １ は 、 入 力 部 の 一 例 で あ る 。 産 業 別 ICT投 資 額 算 出 部 １ ２ － １ は 、 第

２ の 投 資 額 算 出 部 の 一 例 で あ る 。 主 要 ICTサ ー ビ ス 投 資 額 算 出 部 １ ２ － ２ は 、 第 １ の 投 資

額 算 出 部 の 一 例 で あ る 。 均 衡 計 算 部 １ ２ － ６ は 、 評 価 部 の 一 例 で あ る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 述 し た が 、 本 発 明 は 斯 か る 特 定 の 実 施 形 態 に 限 定

さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 に お い て 、 種 々

の 変 形 ・ 変 更 が 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 １ ０ 　 予 測 シ ス テ ム

　 １ １ 　 入 出 力 部

　 １ ２ 　 演 算 部

　 １ ２ － １ 　 産 業 別 ICT投 資 額 算 出 部

　 １ ２ － ２ 　 主 要 ICTサ ー ビ ス 投 資 額 算 出 部

　 １ ２ － ３ 　 関 係 式 生 成 部

　 １ ２ － ４ 　 普 及 率 予 測 式 生 成 部

　 １ ２ － ５ 　 投 資 額 予 測 部

　 １ ２ － ６ 　 均 衡 計 算 部

　 ２ １ 　 数 値 Ｄ Ｂ

　 ２ ２ 　 評 価 式 Ｄ Ｂ

　 ２ ３ 　 産 業 関 連 表 Ｄ Ｂ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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